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多様化する住民ニーズや価値観・ライフスタイルの中で、住民の生活に密着した身近な課題に

ついて、きめ細かく総合的なサービスを提供していくためには、地域保健・福祉・環境を担う人材の

育成が重要となっています。 

そのため、当センターでは、保健・福祉・環境関係の基礎的知識の習得を目的とした「一般研

修」と専門性向上を目的とした「実践研修」による「地域保健・福祉・環境関係職員研修」を実施し

ています。 

また、管内市町および当センターの代表者による企画検討委員会を設置し、研修の企画・立案、

評価・検証を行っています。 

 

表１ 平成２６年度研修実施状況 

区分 実施日 開催場所 内 容 人数 

一
般
研
修 

平成27年 

2月24日 

(火) 

エンゼル 

ランドふくい 

「PM2.5等大気汚染の健康への影響について」 

講師 福井県安全環境部環境政策課 森 英倫 氏 
25 

実
践
研
修 

平成26年 

6月17日

（火） 

当センター 
「適正な医療監視の実施に向けて(第１回)」 
 講義と分野別グループワーク 
講師 福井健康福祉センター医療監査室職員 

54 

平成27年 
3月10日

（火） 
アオッサ 

「適正な医療監視の実施に向けて(第２回)」 
講義と分野別グループワークの報告 
講師 大阪府寝屋川保健所長 池田 和功 氏 

39 

平成26年 
9月9日 
（火） 

福井市 
保健センター 

「自信をもって母子にかかわろう！ 
～地域で母と子の健やかな成長を守るために～」 

講義とグループワーク 
講師 福井健康福祉センター 医幹 四方 啓裕 

保健師 市川 宏枝 

26 

 

表２ 平成２６年度地域保健・福祉・環境関係職員研修企画検討委員会実施状況 

実施日 開催場所 内容 人数 

平成 27年 

3月 23日（月） 
当センター 

・平成２６年度の研修の実績報告および評価 

・平成２７年度研修計画 
6 

 

 

 

２３ 地域保健・福祉・環境関係職員研修

研修 



-61- 

 

１ 臨床研修医師の受入れ 

当センターにおける多様な業務を理解、体験することで、医師として必要な公衆衛生活動に対

する具体的な知識、態度等を身につけることを目的に研修医の受入れを行っています。 

表１ 臨床研修医師受入状況 

医 療 機 関 名 期 間 人数 

福井大学医学部附属病院 
平成 26年 19月 1日～30日 

平成 26年 10月 1日～31日  

１ 

１ 

 

２ 実習生の受入れ 

地域における保健福祉の行政機関としての当センターの機能、役割を知り、実際の体験を通し

て理解を深めることを目的に、医学生、看護学生、管理栄養科学生等の実習生の受入れを行っ

ています。 

 

表２ 平成２６年度実習生受入状況 

学 校 名 種 別 期 間 人数 

福井県立大学看護福祉学部看護学科 看 護 

平成 26年 4月 23日～30日 

平成 26年 9月 24日 

平成 26年 10月 3日～ 9日 

平成 27年 1月 22日～28日 

7 

51 

7 

7 

福井大学医学部看護学科 看 護 
平成 26年 6月 2日～ 5日 

平成 26年 12月 8日～19日 

11 

5 

福井医療短期大学看護学科 看 護 平成 26年 9月 5日 22 

仁愛大学生活学部健康栄養学科 栄 養 平成 26年 9月 5日～11日 3 

神戸女子大学家政学部管理栄養士 

養成課程 
栄 養 平成 26年 9月 5日～11日 1 

 
 

 

 

２４ 研修生・実習生の受入れ 
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地域保健対策の推進に関する基本的な指針が平成２４年７月に一部改正され、その中で、ライ

フステージを通じた正しい生活習慣の確立のためには、生活習慣が形成される時期に展開される

学校保健と地域保健とが密接に連携することの意義が極めて大きいとされています。 

これまでにも各種業務や情報交換等、様々な形で連携を継続しており、平成２６年度は、市町

養護教諭部運営研究会での情報提供などを通して、健康福祉センターが保有する専門知識や技

術を教育の場に提供しています。 

                                                            

平成２６年度実施状況     

内      容 件  数（延べ） 

講師・助言者の派遣 （薬物乱用防止等） 32 

情報提供・普及啓発  （エイズ予防、薬物乱用防止、 

喫煙対策、感染症対策、栄養管理、歯科保健関係等） 
31 

教材貸し出し 24 

 

２５ 学校保健と地域保健の連携 


